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１．事業名 
「巴里エスプリ+和モダン」 

ボタンアコーディオンと邦楽のRendez-vous 演奏会 

２．実施時期 2015年8月22日 (土)  

３．実施場所 宇都宮短期大学長坂キャンパス須賀友正記念ホール 

４．事業の内容等 この演奏会は、ボタンアコーディオンと邦楽が融合したコンサートとして

企画した。個々の楽器の特徴を活かしつつ、和楽器と洋楽器が新たな試みと

してコラボレーションする演奏会である。 

 

聴き馴染みのある曲、クラシックの名曲がボタンアコーディオンと邦楽楽

器で奏でたら、どんな曲に聞こえてくるだろう？邦楽楽器はどのような奏法

で音を奏でるのだろう？普段、日本の伝統楽器に触れる機会の少ない学生で

も楽しめる内容としてプログラムを設定した。 

 

♪フランスを中心として活躍するボタンアコーディオン奏者 伊藤 浩

子さん(本学音楽科特別講師、宇都宮短大附属高校音楽科卒) 

♪ピアニスト・編曲家として活躍する 丸山 和範さん(国立音楽大学准教

授)箏奏者の 和久 文子さん(本学音楽科客員教授) 

♪三絃奏者に 前川 智世さん(本学邦楽専攻講師)、津野田 智代さん(本学

邦楽専攻講師) 

♪尺八奏者の 福田 智久山さん(本学邦楽専攻講師、宇都宮短大附属高校卒) 

 

以上のプロの演奏家をゲストに迎え、本学学生とともに様々な演奏形態の

曲目を演奏した。 

 

５．事業の成果と今

後の課題 

【事業成果】 

 

・当日は約350名の客が来場し、アンコール曲を含む全曲目に聴衆から熱い

拍手が送られた。 

・演奏者自身も、ボタンアコーディオンと邦楽との共演は初めての試みだっ

たらしく、西洋の鍵盤楽器の特性と、和楽器の響きが調和され迫力のある

音がこだました。 

・地域貢献の１つとして、栃木県出身の演奏家が多く出演し、演奏内のトー

クによって一層、聴衆との距離が近くなり、今後の文化向上、発展に繋が
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る希望が持てた。 

・ボタンアコーディオンは、ソロ楽器としてだけでなく、伴奏形態において

もとても効果的であり、また筝も同様に弦楽器としてだけでなく、時に打

鍵的なアクションを含む演奏法は、日本の伝統楽器の可能性を十分にアピ

ールし、画期的な演奏パフォーマンスであった。 

・学生自身のプロへの憧れ、意識の高まる経験ができた。 

 

【今後の課題】 

 

・子供達の来場数が少なく、音楽愛好家やプロを目指す学生達が会場数のほ

とんどであった。 

・対象年齢の設定、聴衆年齢の設定も今後の課題の1つとなった。 

 

 

音楽の表現幅をさらに拡大し、栃木県の音楽文化の発展に尽力、アピール

を今後も積極的に行っていきたい。 

 

 

 

演奏会当日の様子１ 
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演奏会当日の様子２ 

 
 

 

 

 

演奏会当日の様子３ 

 
 

 

（注）１．記述が枠内に収まらない場合は、枠を拡大してください。 

   ２．事業内容がわかるような資料や写真などがあれば添付してください。 

報告書（添付書類を含む）はＡ４判５枚以内にまとめてください。 

   ３．この報告書は、各関係機関等に公表するともに、大学コンソーシアムとちぎのホームペ

ージへの掲載を考えております。また、次年度以降の学生活動支援事業に役立てていきた

いと思います。 
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